
《 特 集 》 戦 争 の 悲 惨 さ 、 平 和 と 命 の 尊 さ を 伝 え る

　戦争経験のない子どもたちが 「平和大使」 として被爆地を訪れ、現地で行われる平和学習に参加す
る牛久市平和使節派遣事業。市内中学校の代表生徒18人（2年生）が、市内在住の戦争体験者に話を
聞くとともに、７月27日から29日にかけて広島を訪問しました。広島では、平和記念公園やさまざ
まな資料館の見学、被爆者による被爆体験講話等を通して戦争の悲惨さや平和と命の尊さなどにつ
いてそれぞれ考えを深めました。生徒たちが「見て・聴いて・感じたこと」の一部をここで紹介します。

▼

本川小学校平和資料館
にて、原爆投下当日の広島
市街地の模型に見入る生
徒たち。

　私が広島を訪問して感じ
たことは、自分たちが想像
していたもの以上の残酷さ
です。広島の空気を通して
それを感じ一人一人の命の
尊さを改めて考えることが
できました。この広島で学
んだことを活かして、平和
の大切さを多くの人に伝え
ていきたいと思いました。

　私は今回の訪問を通して
戦争はとても悲惨であると
知ることができました。特に
平和記念資料館に展示され
ていた遺品や絵を見て、胸が
締め付けられるような思いに
なりました。これからは自分
たちが学んだことを身近な
人に伝え、戦争のない平和な
世界にしていきたいです。

　私は原爆で、家族などと
生きられなかった方が、14
万人以上いることを語り部
の方から伺い、驚きました。
一方で14万人の方々の家族
は、悲しい気持ちと共に、今
も生きています。このよう
なことが二度と起きないよ
う、戦争で傷つく命の重み
を、皆さんに伝えたいです。

　今回の広島での学習では、
貴重な話がたくさん聞け、戦
争はみにくく、残酷なものだ
と感じました。今の世代は、戦
争や原爆を知ろうとする人
が少ないと被爆者の方から
聞きました。無知は怖く、同
じことを繰り返してしまうの
で、このことを他の人にも共
有していきたいと感じました。
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　広島に原爆が投下され、家
族や友人の命、思い出ある
建物や物が一瞬にして破壊
され、多くの犠牲者が出まし
た。このような悲しい過ちを
二度と起こさないためにも一
人一人が平和について考え
を深め、原爆による悲劇を次
の世代に伝承し続けること
が大切だと思いました。

　戦争体験者が少なくなっ
ている中、直接お話をきくこ
とはなかなかできないので、
とても貴重な体験になりまし
た。平和記念公園や平和記念
館に実際に行き、原爆の被害
の恐ろしさを改めて感じまし
た。今回の学習で平和の尊さ
について考えることができた
と思います。

　私は、広島に行って戦争
の苦しさについて学びました。
自分が思っている以上に戦
争はつらいもので、たくさん
の人が命を落とし、今がどれ
だけ平和なのか広島学習を
通して知ることができました。
これからは、自分に出来る事
をもっと真剣に考え実行して
いきたいと思います。
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問　生涯学習課☎871-2301

牛久市中学生平和使節団
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▼国立広島原爆死没者
追悼平和祈念館で行わ
れた被爆体験者・梶

かじもと

本
淑
よ し こ

子さんの講話を聴講。

▼

ガイドさんの解説を聞きな
がら原爆ドーム・広島平和記
念公園を見学。

　私が今回印象に残ったこ
とは、被爆体験者の話です。
原爆が落ちた瞬間体が浮き
上がるほどの爆風が吹き、
熱線は皮膚が溶けるほど熱
かったと知り、私の想像以
上に原爆は恐ろしいものだ
と実感しました。改めて平
和な世界は、とても大切だ
と思いました。

　私は今回広島を訪問し、町
の至る所にある被爆建物か
ら当時落とされた核兵器の
恐ろしさを直接肌で感じるこ
とができました。過去に広島
に原爆が落とされ、大勢の人
が亡くなってしまったことを
忘れず、周りや後世の人に平
和の大切さを伝えていきた
いと思いました。

　広島を訪れて一番記憶に
残っているのは、被爆者の梶
本さんの「命を大切にしてほ
しい」という言葉です。自殺
する人が多い中、戦争では生
きたくても生きられなかっ
た人が多くいました。その人
たちの思いも込めて、自分た
ちは命を大切にしなければ
ならないと思いました。

　私は広島を訪問して、原爆
は本当に恐ろしいもので人々
の命や生活を一瞬にしてう
ばってしまったという事を学
びました。戦争を知らない人
が増えているから、次世代に
伝えていく事、そして、クラス
など身近な所から平和を築
いていく事が私たちにできる
事だと思いました。
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　今回広島を訪問して、たっ
た一つの原爆で世の中が、一
瞬にして変わってしまったと
いうことを聞き、とても恐ろ
しいことが起きたと思いまし
た。だからこそ戦争はもう二
度と起こしてはいけないと
思いました。これからは、戦
争の恐ろしさなどを沢山の
人に伝えていきたいです。

　今回、広島を訪問して、被
爆者の方々の話を多く聞き
ました。戦争中の生活や被爆
の体験は、今の生活からは考
えられないほど苦しいもの
だったことが分かりました。
私は、世界中の人々が互いに
理解し、認め合うことが、平
和な世界をつくるために必
要であると思いました。

　今回の被爆地である広島
への訪問を通して、核兵器の
恐ろしさと戦争の悲惨さ、平
和の尊さを改めて感じるこ
とができました。戦争の悲劇
と核兵器の存在を忘れるこ
となく次の世代に伝えてい
くことが、戦争を体験された
方々の願いであり、私たちの
役割であると考えています。
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　広島を訪問し、被爆者が
少なくなっている中、直接話
を伺うことができました。話
を通して、核兵器の怖さと、

「もう二度と戦争が起こって
欲しくない」という願いが伝
わってきました。この貴重な
体験を生かし、核兵器の怖さ
を少しでも多くの人に伝え
ていきたいです。

　今回広島を訪問して、原
爆ドームや資料館などに行
き、私は改めて戦争の辛さ
を知り、二度と起こしては
いけないと再確認しました。
広島で学んだことを友だち
などに伝え、二度と戦争が
起きないように、自分で出
来ることを考え、平和を大
切にしていきたいです。

　今回、広島に実際行って
印象に残ったことは被爆体
験者の方の「忘れられたこ
とはくり返す」というお言
葉です。広島で77年前に起
きてしまったことや、今回
学んだことを友だちや周り
の人に伝えて原爆や戦争が
二度と起こらないようにし
ていきたいです。
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　僕は広島を訪問して、印
象に残っていることは、戦
争の恐ろしさや悲しさです。
特に8月6日の原爆がもたら
した脅威は、たった一発の
原爆で多くの人が亡くなっ
た恐ろしいものでした。現
地で実感したことを、より
多くの人たちに伝えていき
たいです。
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  ～ 広島訪問を終えて ～
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